
深中ものづくり体験授業 
            ―― ものづくりは日本が世界に羽ばたくパワーだ ―― 

                ７月１１日（木）の午後、ものづくり体験の授業を実施しました。 

子         この授業はキャリア教育の一環として地域の人材をゲスト 

テ         ティーチャーとして招聘し、ものづくりのいろいろなワザを 

実体験しながら学ぶことのできる授業です。 

 今年度開設した講座は、新たに加わったわら細工、フォト 

ブック、フラワーデザインを加えた計１０講座で、生徒たち 

は自分でやってみたい講座に挑戦しました。 

 ものづくりは日本のお家芸、貿易立国日本の原点とも言え 

るものです。丁寧で繊細な日本のものづくりに触れ、日本人 

のよさを実感するとともに、これから生きていく社会につい 

て考えることができればと思います。 

『わら細工』講座・・・講師 藤井義光さん 

短めのしめ縄を作りました。完成品は勉強机等 

に飾ります。 

『ルアー作り』講座・・・講師 小林範泰さん 

 えさを使わない釣りで使用するルアー（えさの 

代わりとなるもの）を身近なもので製作しました。 

『ケーナ作り』講座・・・増田賢治さん 

  竹でできた縦笛をヤスリ等で仕上げ、実際に音 

を出すことに挑戦しました。 

『竹とんぼ作り』講座・・・講師 井草要一さん 

  竹とんぼを竹を割いて削ってつくり、実際に飛 

ばしてみました。 

『そばづくり』講座・・・西島則夫さん 

  そば粉をこねてそばを打ち、ゆでて調理し、試 

食しました。 

『畳細工』講座・・・大庭健司さん 

  畳表（たたみおもて＝畳の表面）を使い、コー    

スター等を製作しました。 

『フェルト作り』講座・・・岩田邦子さん 

  フェルト（毛でできた布）に繰り返し針を刺し 

ながら形を作り、マスコット等を製作しました。 

『スクラップブッキング』講座・・・太田裕り子さん 

  ３０センチ四方の台紙に写真を貼り付け、飾り 

を工夫してオリジナルアルバムを作りました。 

                           わら細工づくり  
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スクラップブッキング作り 

竹とんぼづくり 



『フラワーデザイン』講座・・・講師 川村早苗さん 

  ケーキの形をした花の飾り物（プリザード・フラワーケーキ）を製作しました。 

『ビーズ』講座・・・講師 冨永真理さん 

  ビーズを用いてアクセサリーを製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ものづくりは日本の生命線！ 

 20 世紀を代表する自動車として、Ｔ型フォードやフォルクスワーゲン、ポルシェ等、世界に

冠たる名車が選ばれた中、1970 年代を代表する車としてホンダ・シビック CVCC が選ばれたこ

とを知っているだろうか。 

 今でこそ低公害車は当たり前だが、当時アメリカの厳しい排気ガス基準（マスキー法）をク

リアした第 1 号がホンダ・シビックだった。クルマの速さやパワーを競うのではなく、人や自

然、環境を最優先に考えた記念すべきクルマなのだ。 

 このエンジンの開発には並々ならぬ苦労があった。ロシア 

の戦前のクルマから副燃焼室というヒントを得て、何度も試 

行錯誤を繰り返して完成したこのエンジン。社長だった本田 

宗一郎氏は、これでアメリカのビッグスリー（ＧＭ、フォー 

ド、クライスラー）に肩を並べられると喜んだという。 

 しかし、このエンジンを生み出した技術者たちの心は違っ 

ていた。毎日のように報じられる光化学スモッグの被害者た 

ちを救おうとして努力していたのだ。 

「会社を大きくするためにこのエンジンを開発したのではない。社会のために頑張ったのだ。」 

 技術者たちは本田社長に向かってこう言ったという。みんなから“親父さん”と親しまれて

いた本田社長は、いつの間にか会社のことしか考えなくなった自分に気づき、社長職を辞した。 

 天然資源に恵まれず、ものづくり、技術力で大きく発展してきた日本。技術力だけでなく、

技術者たちのこころざしが秀逸だったことがよくわかる。この気持ちが“世界に羽ばたく”パ

ワーになったのだ。 

 

中体連速報（7/6現在） 

 野球部    １回戦敗退（対小山中 惜敗）   

女バレー部  予選リーグ敗退（対高根中、対原里中、対御殿場中 惜敗）  

 男子テニス部 団体戦予選リーグ敗退（対富士岡中、対長泉北中 惜敗） 

 女子テニス部 団体戦予選リーグ通過（対高根中 勝利、対御殿場中 惜敗） 

決勝トーナメント進出（対長泉北中 惜敗） 

 陸上東部大会 男子２年１００ｍ出場（大庭悠汰） 

        男子１年１５００ｍ出場（小澤大輝・１位 県大会出場） 

 陸上中体連選抜大会 男子１５００ｍ出場（小澤大輝・ジュニアオリンピック出場権獲得）  

 

 ７月１９日（金）ＰＴＡ講演会に野村生涯教育センター講師来校 

 親が、教師が、大人自身が生きる意義、生きる価値、命の尊厳にどう目覚めるかによって、

子どもたちの生きる力を呼び覚まし、引き出すことができるという、子育てを通して大人自身

が学び、生きることに力を与えてくれる話を聞くことができると思います。 

 

 

 

 

 


